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日頃は育成会活動にご支援頂きましてありがとう

ございます。 

今年は新型コロナの感染拡大に始まり、収束しない

まま年末を迎えようとしています。 

他国でのお話と思っていたのも束の間、あっという

間に日本でも感染が広がり、あれよあれよという間に、

決して他人事ではなく、自分もいつ感染してもおかし

くないというような状況に大阪でもなってしまって

います。 

私も怖いと思いつつもなかなか実感が湧かなかっ

たのですが、様々な情報や体験談を見たり聞いたりし

て、やっと「怖い！」「気を付けよう！」という気持

ちになりました。 

皆さんも警戒心のレベルが変わってきているので

はないでしょうか。今こそ手洗い・うがいや消毒、マ

スクの着用といった基本的な予防や、大人数での会食

や密になることを避けるといった「新しい生活様式」

に留意し、これ以上医療機関が逼迫することの無いよ

うに協力していきたいと思います。 

現在、世界各国で新型コロナのワクチンの開発・製

造が進み、国によってはもう接種が開始されていると

報道されています。 

日本でも来年春頃のワクチン接種を目指すと報道

されていますが、本来なら数年かけて治験が行われる

はずのワクチンを、拙速に接種して良いものか、難し

い判断を迫られることになると思います。 

コロナ禍により身近な方々の生活が壊されている

ように感じます。 

経済活動だけではなく、育成会でも全国大会をはじ 

 

 

 

め各地域での大会の中止、本人活動の行事の中止など、

本来の事業活動もままならない状況が続いています。 

しかし、多少の我慢を強いられることとなっても、

自分の身は自分で守り、障がいのある方々の生活を守

る支援を継続出来るように、これからも努力していき

ます。 

また、障がいのあるの方には、マスクを付ける意味

を理解できず、装着することが難しい方もたくさんお

られますが、大げさではなく命を守るために、時間が

かかっても決してあきらめずに繰り返し支援をお願

いします。 

新しい生活様式の中で、私たちのできることを努力

し、少しでも光が見えるような、新年を迎えたいもの

です。 

最後になりましたが、皆様くれぐれもお身体に気を

付けてお過ごしください。 

 

 

 

１２月３日（木）大阪市役所において、障害者週間

巡回キャンペーン出発式が行われました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【大阪市役所内 会議室で行われた出発式にて】 

大阪市手をつなぐ育成会 法人理念 

障がいのある人が 安心して 心豊かに すごせるように 

 新型コロナに負けないよう、障がいのある方々の 

 生活を守りましょう!! 

            理事長 小泉 いと子 

 「障害者週間」大阪市巡回キャンペーン出発式 

 にあたって 


